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栃木県産米オリジナル品種「なすひかり」「とちぎの星」の品質の良さや良食味を実感してもらうため、高校生や大学生など若い
世代を対象に、おにぎりコンテストを開催しました。
県内の高等学校・専門学校・短大・大学に「とちぎを代表する自慢のおにぎり」をテーマにおにぎりレシピを募集し、29校1,133
作品の応募がありました。第１次審査会・第２次審査会を開催し、最終審査会へ進む５作品を選出。
そして、令和元年11月９日(土)ホテル東日本宇都宮で最終審査会が開催され、２次審査員(関係団体米関係者、百貨店
・コンビニ・量販店関係者)、特別審査員に五つ星お米マイスター：澁谷梨絵氏、おにぎりを提供できる店舗・飲食店等の関係
者、一般消費者が、試食審査しました。
その結果みごと最優秀賞に、「とちぎいっぱい!!栄養満点カラフルおにぎり☆」宇都宮短期大学附属高等学校３年生佐藤湖雪
さんに決定しました！
タイトルのとおり、見た目も野菜の彩りが綺麗で、栄養たっぷりの栃木県産農産物を使用した、とちぎ自慢のできる作品でした。
その他の４作品も素晴らしい作品で次のとおり表彰されました。
【結果】

本当に、受賞者の皆様おめでとうございました。
また、入賞作品は、商品化して令和２年１月20日から２月29日まで、県内の飲食店や販売店で提供してもらうスタンプラリー
「とちぎのおにぎりスター誕生！キャンペーン」を実施します。

五ツ星お米マイスター

澁谷先生のコメント
完成した５作品投票する様子

◇最優秀賞◇
「とちぎいっぱい!!栄養満点カラフルおにぎり☆」 宇都宮短期大学附属高等学校 3年生 佐藤 湖雪さん
◇優秀賞◇
「コメおとめ」 栃木県立宇都宮白楊高等学校 2年生 山﨑 晶さん
「おとん豚と湯波の栃握り」 白鷗大学足利高等学校 3年生 関根 愛心さん
◇ＪＡ全農とちぎ賞◇
「いちご大福風デザートおにぎり」 三友学園ＩＦＣ栄養専門学校 2年生 髙橋 実来さん
「ゆば巻き みそ焼きおにぎり」 宇都宮大学 3年生 野澤 亜莉沙さん

調理実演する佐藤湖雪さん



とちおとめとトマトの

生姜サラダ仕立て

中国料理「美虎」五十嵐美幸シェフ 研修会の様子

県内外のホテル・旅館やレストラン等の料理人や
シェフの方々(県内24名・県外12名)に、中国料
理「美虎」の五十嵐シェフによる、五十嵐流の食材
の考え方やメニューの考案術についての講演及び、
とちぎ和牛・とちぎの星・とちおとめを使用した料理
実演を開催しました。また、県内開催には、ＩFC
調理師専門学校の学生40名も参加しました。
五十嵐シェフの笑顔で、とちぎの食材の魅力を伝え、
オリジナルのメニューを披露頂きました。

県内：11月12日(火)ＩＦＣ調理師専門学校
県外：11月15日(金)福島工業ショールーム

とちぎ農産物イメージアップ研修会

(有)大滝

プレミアムヤシオマス
日光ストロベリーパーク

いちごの生産について説明

原木しいたけの紹介 新里ねぎ生産組合：新里ねぎ

今後、研修会に参加された飲食店を中心に、栃木県産農産物を使用し
たメニューフェアを展開し、飲食店をご利用された消費者の方々に、栃木県
産農産物の消費拡大を図る共に、「食」でのイメージアップや認知度向上に
繋げ、栃木県産農産物のファンづくりを目指します。

とちおとめの甘酒仕立て

プレミアムヤシオマス

とちぎの農産物産地視察研修会

11月18日(月)県外の飲食店シェフに対し産地視察研修会を
開催し、とちぎの農産物イメージアップ及び利用促進を図りました。
各産地を視察し、栃木県産農産物の特徴などを説明し、県産農
産物の美味しさや品質の良さをアピールしました。

栃木県バラ研究会による先進地視察

11月22日(金)栃木県バラ研究会の主催で、神奈川県藤沢市の
長田バラ園の視察研修を行い、会員および関係機関14名が参加し
ました。
長田バラ園は、農林水産大臣賞等も受賞し全国の現地検討会

でも視察対象となる生産者であり、３年前からは神奈川県の農業試
験場と連携し、新たな栽培上の取組み試行等も行っています。
小雨が降る中にもかかわらず、新しい品種の導入や栽培管理上の

留意事項等について熱心な情報交換を行い有意義な視察研修とな
りました。

床井ゆず園：宮ゆず
若山農場：たけのこと栗

なつおとめ親株配布

11月１日(金)～８日(金)にかけて、日光フリー基地および高根沢フリー基地で「なつおおとめ」の親株配布を実施しました。
昨年に引き続き、本年も秋渡しのみとなりましたが、生育も良好で両基地合わせて、約8,700本が受け渡されました。（昨年は
約9,700本）

カリフラワーと干し貝柱のおかゆ

とちぎ和牛サーロインの中華風ステーキ とちぎ和牛しゃぶとレタスのごま旨丼



スカイベリー品質向上研修会の開催

令和元年度栃木県シクラメン＆冬の鉢花審査会開催

にっこりプロモーション開催

10月14日～27日の２週間にわたり、ラゾーナ川崎(ＪＲ川崎駅直結大型商業
施設)のガラス３面(１面 縦2140㎜×横2035㎜)をジャックし、にっこりのＰＲを行
いました。また、10月26日・27日の休日を利用し、ガラス面ジャック前にて、にっこり
ＰＲ活動を関係各位の協力を頂き実施しました。
ＰＲ活動内容は、重さ当てクイズ・にっこり商品説明を行い、認知度の向上に努め
ました。また施設内のスーパー(SANWA)では、試食販売を実施し、にっこりの美味し
さを賞味頂き、購買へ繋がる販促も行いました。

11月18日(月)、令和元年度栃木県シクラメン＆冬の鉢花展覧会がとちぎ花センター(栃木
市岩舟町)で開催され、シクラメンやポインセチア等色とりどりの冬の鉢花67点(約180鉢)が出
品され、あわせて品種展示110鉢が飾花されました。
この展覧会は、県内で生産されたシクラメンおよび冬の鉢花を一同に集め、品評会を実施す

ることにより、生産者の栽培技術の向上と一般消費者への花の消費啓蒙を図ることを目的とし
ています。
審査の結果、各賞が決定しました。特別賞については以下のとおりです。
一般公開は、11月19日(火)から12月22日(日)まで行われ、最終日には即売等が予定さ
れています。

【栃木県知事賞】
シクラメン 福田 桂祐 様

【栃木県農政部長賞】
シクラメン 栃木県立宇都宮白楊高校

【全国農業協同組合連合会栃木県本部長賞】
プリムラ 河又 秀雄 様

【(一社)とちぎ農産物マーケティング協会長賞】
シクラメン 栃木県立真岡北陵高校

【(公財)栃木県農業振興公社理事長賞】
クリスマスローズ 川村 一徳 様

【(株)宇都宮花き代表取締役社長賞】
シクラメン 谷澤 清三 様

【とちぎ花センター所長賞】
ポインセチア 杉山 正一 様

スカイベリー・ミルキーベリー現地検討会開催

11月８日(金)生産者・関係者約30名出席のもと、品
質向上研修会が行われました。栃木県から食味・品質向
上推進運動ver２や食味・品質向上に向けたスカイベリー
栽培方法など講義研修がありました。現地ほ場では、ＪＡ
おやま管内 田波 哲也氏のほ場にて、ほ場概要の説明
をいただきながら、生産者間の情報交換を実施しました。
生育は順調であり、今後の出荷に期待が持てるところです。
今後も内容と実施時期を検討しながら、品質向上研修等、
生産者の役に立つ取組を実施していく予定です。

11月27日(水)益子町の吉村農園ほ場において、生産者・関係
者約40名出席のもと、栃木県いちご生産連絡協議会主催の現地
検討会が開催されました。栃木県からスカイベリーの食味・品質向上
運動・出荷基準や、ミルキーベリーの熟度標準表の説明、生産・販
売上の注意点等の講義研修がありました。ほ場においては、園主の
吉村氏より、ほ場概要の説明をいただきながら、研修会参加の生産
者と熱心な情報交換を実施し、今後の栽培管理に役立てる研修
会となりました。



一般社団法人 とちぎ農産物マーケティング協会 （令和元年12月発行）
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http://www.tochigipower.com/ ☞「カラダにとちぎ」で検索

青果物バイヤー招へい （県内）
スーパーコーチ派遣事業 （県内）
スプレーマム立毛共進会 （県内）
とちぎの食肉まつり （宇都宮城址公園）
スーパーコーチ派遣事業 （県内）
特産部会こんにゃく専門部会役員会 （JAビル）
栃木県バラ研究会現地検討会 （県南）
インドネシア青果物プロモーション （インドネシア）
特産料理教室 （道の駅 しもつけ）
スーパーコーチ派遣事業 （県内）
米－１コンテスト表彰式 （JAビル）

1日(日)～4日(水）
3日(火)
3日(火)・4日(水)
7日(土)・8日(日)
10日(火)
11日(水)
13日(金）
13日(金)～16日(月)
14日(土)
16日(月)
17日(火)

野菜ブーケSenka 作品展～野顔YAGAN とちぎRED～

「とちぎのいいもの」まるごと産直市

11月15日(金)～18日(金)JR大宮駅にて、県外の
消費者に対し、県産農産物及びその加工品の販売や
観光ＰＲを開催しました。
また、フレッシュメイトによる「にっこり」や「とちおとめ」の
試食ＰＲを行い、美味しさを伝えイメージアップや消費
拡大に繋げると共に、栃木県への誘客促進を図りまし
た。

栃木県産食材を芸術で応援！巨大地下空間から新しい野菜文化を世界へ発信

野菜ブーケSenka 作品展～野顔YAGAN とちぎRED～

11月3 日(日)文化の日 日本遺産「大谷資料館」大谷石採掘場跡で、初開催されました。
会場には、栃木県産の野菜を使用したブーケを展示し、大谷資料館の神秘的な空間で、野菜の鮮やかな色や香りが漂い、
新たな感覚で県産農産物の良さをＰＲしました。


